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予測者 略言 観　測　地 三
?
（Ma・ch）．…附
α．〕server Abbr． Locality騰幣㈱騰 回避腔講一
宮澤　堂 Mz 花山蝶蝶「 ・i 161 M ?? 233「　35
廣瀬永治郎 Ilr 岐阜縣美濃剛　　5
?? 287 33 4 167 18
小棋孝二二郎1 K．〔〕 和歌山縣金屋 3 65 9
山田　長 Yd 山口縣小郡 2 P 3 5 320 】8
佐藤　米茂 S几 島根縣濱田 1 75 6 1
齋藤雫八郎 9」 國　館　市 1 33 1 3． 222 19
下保　茂 Kh札　幌　市i 6． 246 9 3 195 ：；5
阪元　鐵馬 Sl（ 福岡縣箱山奇’ 3 ユ50 12 3 252 14
八幡　修一 Yw長野縣卒野村． 3 230 36
玩己木健児，1 Ar 倉敷天丈葎 3 170 13 1 60．　2
天野　吉郎　　　　　1 Am繭　舘　市　　　　　1 7 ］67 10










































































































































































































































































































































Pt・） 流星藪　　　　　［ 槻測者 確　度 流星群
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1055 23．11 272．5ヰ37 11 Kh 4 Lアrid
÷：’Azは倉敷天文毫に於て軽快郎君の観測せられたものである．
による輻射瓢を多籔得てみるが登表を省略した・
eの外）・微光流星
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馨　星　だ　よ　り
課叡 智　　田　淑　　次
　195i・（Ryves）彗星Li・k　i’こ居るD・・
Bowerは，此の彗星は双曲線軌道であると
主張したが，10月15日の中村要氏の観測及
び，10月9日のVan　Bi（sbr・eCkの観測によ
く合はないと云ふ事は前段に書）・た通りで
ある，果して，1）r・BOwerは其後改めて，
抱物線軌道を算出した．其軌道要素そのも
のは未だ入手して愚な）・けれど，それより
算出した豫報位置は，下の通りである．
舶脛　描灘劇光度
1，月3日9時43分4秒＋5。36！・31・973
　13　9　P．1　4，5　7　］3，2　2．003，　9．．2
　．93　8　59　56　8　5A，6　2．074
2月2日8　3914＋ユ031．7　2．191　9・・7
　但し諸系，赤緯は，1900年の黙黙である・
」此の予報のCorrectionとしては，10月9日
に，赤経一3・／1赤緯←L！8程度である・
前の双曲線軌道のCOirecti”nに比べて著し
く小さくなって居る・（以上H・A・C・184）・
光度は・．12月中旬，約9等と計算されて居る
が，實際12月17日の朝の中村要氏の寓眞槻
測によると，實に11等位，漫評靴音測によ
れば12等であった・計算より遙かに淡いか
ら，襯三者は注意を要する・叉其核は，所
謂中心と云った弱なノ・ツキりした部分がな
く，爲めにMicr・meterの槻1艮店は非常に困
難らしい．彗星の尾は相攣らず牛度ぽかり
寓眞に撮って居るが其方向は太陽に向って
居る・彗星の尾が太陽に四って居ると云ふ
現象は，面白い；事で，Van　Biesbmeckも・
大いに一一般に注意を促がして居る．（P・A．
Nf）v．1931）・此の彗星は，昨年8月末著し
く太陽に接近したので1色々珍らしい攣化
を見せた・此れから後は，段々天項に近づ
き襯測にf更禾弓に：なるから．ブくき）・器械の，E斤
有者は，奮資する必要がある・
　1951b（Nagata）彗星　Dr．・Smile｝」は，
昨年7月190，31日及び8月12日の観測より
次の軌道要を計算した．
　　　　［1”L一．1931　June　12．082：’｝　Ui．T．
　　　　1三讐翻（u　；；1，・）
cl　＝＝　1．05‘．）O
　　此れよD計算した豫報位置のCorrecti・n
　け，10刀21日に於v・て，赤輕十2〔｝SeC赤緯：
　一〇／2である．
　　此の彗星も其光度が大）・に不規則に攣化
　したのであって，昨年9月終りには11等，】0
　刀5日には工2等位であった所，1明10日には
　一躍8等迄計り，8月の時と同じ位の明るさ
　になった．其れは其時彗星がB・D・十6。・300。
　と云ふ8．2等の星の博く近くを通ったので，
　直接此の星と比べる事が田上た．それから
　12日迄ほv“其の位の光であったが17日に至
　つて9等になり21日には10等に下った・此
　後は段々距離が大きくなって行くから光度
　も追々減って行く・］2月6日には太陽と衝
　になって，太陽の北29。位の所にある・それ
　から此彗星は夜明けに見える様になる・（以
　上．P．　A・Nov・1931）
　　1951d（Neujmin）彗星前號に，其光度
　15等と報じたけれど其れは電交の誤りで實
　は17等である．筆者も，F・3・8の反射鏡で，
其附近を撮影したが何も撮らなかった．其
　の四三位置を揚げてもよいが，何分，光度が
　少ないので御遠慮しよう．其後に別に攣つ
　たNewSもはいらない・
　疑問の防暑（Durrad）
　　昨年11刀6日L・icc・t・rの」・W・D・r・・d
　氏は，肉眼を以て北極の近くに彗星らしい
　ものを獲見した．其翌日も，観測したらし
　く・其位置は下の通りである・
　　　1931　　赤門　　赤緯　　光度
　　11月6日　　llh　301tL　＋80。　肉目艮
　　　7　　　　　．1｛，　　　0　　　　　」ト70　　　　　ク
　　　9　191寺　　9　　　0．　　　　十68　　　　4等
　　此れを見ると運動がベラ棒に大きい事が
　目立っ・併し．11月10日にBergcdりrfの
　SchwassmannやWachmannが観～則したけ
れど何ら其才しらし）・物はなかったと云って
1居る．（B・Z・Nr・38）・其後，今日迄誰れも
　R，たと云ふ報告はないから，多分何かの間
1違ひであらう・其の後CroniTneLinが之れ
1を否定したe
　66
　　　　　　　　　本會it員は観測部に加入せられよ
　天文同好會の観測部は去る大liE十年九月に組織されたもので，既に満十年
の輝やかしい歴史を有し，“Observing　Sectio11，　S．　A．　F．”の名の下に，全世界
同志と相携へて，直接に學界と接角指してみる，咋秋，部の規約を新たに定め
て陣容を整へ，上田部長を頂き，共の監督の下に，次の八課の活躍が行はれ
てるる・
　J・流星課　（課長小嶺孝二郎，　幹事宮澤堂）
　　　　全國を六班に分ち・絶えず二上其の他による連絡を取りつ瓦槻測を途行して
　　　　みる・槻測報告は目英爾交のものをL天界「に獲表し，叉，特殊なものは花
　　　　ltsブレテンに載せる．甲乙二種類の1京星用星圖を出版してみる．
　2．彗星課　（課長柴田淑吹）
　　　　絶えず新彗星の捜索を奨働し，叉，槻測をなし，豫報を出してみる・
　3．攣光星課　　（課長　小山　秋雄）
　　　　H本墾光星學會と密接に連絡し，観測を奨働し，星圖の研究や狡行をしでゐ
　　　　る，
　4．太陽課　（課長上島昇，　幹事山本英子）
　　　　黒黒占槻弓に全力を集中し全國に＋数名の課員を以って，活躍をしてみる・
　5・　黄道光課　　（課長　荒木　健児，　　幹事　竈井　壽彦）
　　　　来國力1ネギ1學院と連絡を取りっS東洋の黄道光現象井びに黄道塒や甥日
　　　　照の槻測をし7結果：は1．E　11iブレテン及び米國力上院で登表ずる。
　6・　豫報課　　（課長　山本　一清，　　幹事　柴田　淑次）
　　　　年鑑り編揖や天髄諸現象の計算濠告をし，花山ブレテンや本會の急報を賑は
　　　　してみる．
　7．　機械課　　（課長　中村　　要）
　　　　槻測器械の設計をし，叉，製作や使用上の指導や研究をしてみる・
　8・鴬眞課　（課長中村要，　幹事三宅義夫）
　　　　天艦寓眞の研究と指導をなし，叉，教育用の天丈幻燈を製作してみる・
　本丁々員は輩に加入申込みと部費納入により，何れの課にでも加入する乙
とが出來る，加入と共に，課長との連絡により，其の指導を受けて，天艦観
測の経験的興味と各種の特権とが與へられる．
